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Cremona

ヴァイオリンの街 クレモナに新たにオープンした
ヴァイオリン博物館
Museo del Violino

町の中心には、1107年に建てられたロンバルディア・
ロマネスク様式の大聖堂(ドゥオーモ)がそびえ立って
います。大聖堂前のコムーネ広場(通称: ドゥオーモ広
場)から周りを見回すと、この大聖堂とともにヨーロッパ
一高いレンガの鐘楼「トラッツォ」と八角形の洗礼堂
が、またそれらに相対するかのように建てられたレンガ
作りの市庁舎（1206年建設）と共に堂 と々した風格と
中世の面影を広場に与えています。
なおこれまで、この市庁舎の広間とクレモナ市立スト
ラディヴァリ博物館に展示されておりました世界的に
有名なヴァイオリンなどの弦楽器は、2013年9月の
「ヴァイオリン博物館」の完成を受け、現在は全て博
物館に展示されています。

一方で町中にはストラディヴァリの銅像や彼の墓石の
レプリカ(ローマ広場)等が見られ、また通りや広場に
は「ストラディヴァリ」や「グァルネリ」などの名前が付け
られるなど、この町と名匠たちは今もなお切っても切
れない関係にあります。
その他、町の至るところにはヴァイオリンを始めとする
弦楽器の工房が立ち並び、ショップのショーウインドゥ
にはヴァイオリンなどの弦楽器が飾られる光景があち
こちで見られます。
いかにクレモナが「ヴァイオリンの街」として世界的に
知られている理由が、実感できることでしょう。

2013年9月14日、コムーネ広場から約400～500mほどの場所にファン待望の
「ヴァイオリン博物館　Museo del Violino」がオープンいたしました。
1940年代の合理主義建築パラッツォ・ダルテを改装してオープンしたこの博物
館には、マルチ・メディアを使った展示により音・匂い・映像を通してヴァイオリン
の歴史や製作過程等をご覧いただけるコーナーと、ストラディヴァリ、アマティ、
グァルネリを始めとするクレモナ出身の名匠が製作したヴァイオリン等の展示
コーナーからなっています。
2012年にユネスコの無形文化遺産に登録されたクレモナのヴァイオリン製作
技術の神髄がここヴァイオリン博物館でご覧いただけます。

またヴァイオリン博物館には、全 4 6 4 席を有するコンサートホール
「Auditorium」も併設され、ともにオープンしております。
世界で数多くのプロジェクトを手掛けてきた音響建築家、永田音響設計の豊
田泰久氏が携わった同ホールは、従来の床の高さから3.5m掘り下げた場所に
ステージを作ることで空間を広げ、また円形のステージを囲むように座席を配置
するなど、世界最高峰の弦楽器による演奏を最高の音質で楽しめるような工夫
が随所になされています。
クレモナへお越しの際は、まずは「ヴァイオリン博物館」でクレモナ・ヴァイオリンの世界を
一望・鑑賞し、その後、街の散策にお出かけになることをお勧めいたします。

展示室は全10室。全室オーディオガイドを使って
の見学が可能です（現在のところ、イタリア語と英
語のみ）。なお同博物館では日本人のスタッフによ
る日本語館内ガイドツアーも可能です。
（要予約。但し平日に限り、予約が入っていない日
時であれば当日受付も可）。クレモナの町

クレモナの新名所 「ヴァイオリン博物館 Museo del Violino」

※ヴァイオリン博物館 (Museo del Violino)
●住所     Palazzo dell'Arte, Piazza Marconi 5, 26100 Cremona, ITALY
●TEL     （+ 39） 0372-80-801（代表）、 （+ 39） 0372-080-809（チケットオフィス）
●FAX     （+39） 0372-801-888
●E-mail     info@museodelviolino.org （代表）
     marketing@museodelviolino.org （ミニ・コンサート、日本語館内ガイドツアー予約先）
●URL     http://www.museodelviolino.org/ （イタリア語、英語）
●開館時間　火～日曜 10：00～18：00（月曜、１月１日、５月１日、12月25日閉館）
●入場料等　通常料金：お一人様 10ユーロ／学生・シニア（65歳以上）、
　　　　　　団体（15人以上）：お一人様 7ユーロ
　　　　　　日本語館内ガイド：1～15名まで 1グループにつき30ユーロ／
　　　　　　　　　　　　　  16名以上 1グループにつき50ユーロ
●ストラディヴァリの楽器によるミニ・コンサート お一人様５ユーロ
　（25人より受付。15日以上前に要予約、当日席に空きがある場合のみ、予約なしで入場可）
　※館内ガイドツアー、ミニ・コンサートはチケット売り場にてお申し込み。

ミラノから高速道路A1とA21を利用し約１時間30分
ベニスから高速道路A4とA21を利用し約２時間30分
ミラノより

▲

マントヴァ（Mantova）行きの直通列車にて約1時間10分
ヴェネツィアより

▲

ミラノ・トリノ行きの列車に乗りブレーシャ駅（Brescia）にて
 　　 クレモナ行きの列車に乗換えて約３時間～３時間45分
※いずれの列車も本数が少ないため、スケジュールをご確認の上、お出かけください。
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市庁舎とコムーネ広場

マルチ・メディアを駆使した展示 製作過程もご覧いただけます

コンサートホール「Auditorium」

①ヴァイオリン博物館、Ⓐコンサートホール「Auditorium」情報提供: Museo del Violino 日本人スタッフ　安田恵美子

名匠が製作した作品の数々

博物館外観

クレモナの町中で見られるショーウインドゥ
ローマ広場にあるストラディヴァリの墓石のレプリカ

大聖堂

北イタリアの町 クレモナ(Cremona)は、北イタリア最大の都市 ミラノと水の
都 ヴェネツィアのちょうど中間あたりに位置する小さな町です。
イタリアでもっとも長い川であるポー川流域に位置するクレモナは、ローマ時
代から交通の要所として繁栄してきました。フィレンツェのメディチ家のよう
な文化・芸術を擁護する有力な貴族も存在せず、昔から農業が非常に盛んで
あるこの町がなぜ「ヴァイオリンの街」として世界的に有名になったのでしょ
う。それは16世紀半ばから18世紀半ばにかけて、アマティ、グァルネリ、スト
ラディヴァリと言ったヴァイオリン製作の名匠たちが数多く育ち活躍したから
といえるでしょう。
彼らの製作した楽器は、何百年経った今でも、数多くの人々に愛され求め続
けられています。
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